
良
寛
詩
集
系
統
序
論
　
（
中
）

－
　
質
草
系
テ
キ
ス
ト
・
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
と
『
草
堂
詩
集
』
と
の
関
係
∴
－
－

は
　
じ
　
め
　
に

（1）

前
稿
で
は
、
良
寛
詩
集
諸
本
の
系
統
序
列
を
探
る
端
緒
と
し
て
、
従
来
、
然

る
べ
き
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
『
草
堂
詩
集
』
の
、
い
わ
ゆ
る
天
・
地

・
人
の
各
巻
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
雑
詩
の
集
で
あ
る
天
巻
は
、

同
じ
く
雑
詩
の
集
で
あ
る
人
巻
に
推
敲
が
施
さ
れ
た
後
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
有
題
詩
の
集
で
あ
る
地
巻
は
、
最
終
的
に
は
天
巻
と
組
み
合
わ
さ

れ
、
一
つ
の
詩
集
を
構
成
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
次
に
検

討
す
べ
き
課
題
は
、
こ
の
『
草
堂
詩
集
』
が
、
他
の
良
寛
詩
集
諸
本
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
、
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
『
草
堂
詩
集
』
以
外
の
、
現
存
す
る
良
寛
詩
集
諸
本
は
、
自
筆
・
他

筆
合
わ
せ
て
多
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
所
収
各
詩
篇
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
か

ら
見
る
と
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

（2）

ひ
と
つ
は
、
『
（
草
堂
集
）
質
草
』
・
興
善
寺
本
『
草
堂
集
』
　
（
現
在
は
山
岸

（3）

疫
石
筆
写
本
の
み
伝
存
し
、
良
寛
自
筆
の
原
本
は
散
侠
し
た
と
み
ら
れ
る
。
）
・

【1）

『
（
仮
題
）
小
楷
詩
巻
』
と
い
う
、
三
つ
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
。
各
本
の
問
に

は
若
干
の
字
句
の
相
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
差
異
は
、
こ
れ
ら
三
本
と
そ

れ
以
外
の
諸
本
と
の
問
に
見
ら
れ
る
差
典
に
比
し
て
極
め
て
小
さ
い
。
ま
た
、

下
　
　
田
　
　
繍
　
　
輔

詩
篇
の
排
列
の
仕
方
も
、
『
貫
華
』
と
興
壬
寺
本
と
が
酷
似
し
、
『
小
楷
詩
巻
』

も
そ
れ
ら
を
か
な
り
踏
賀
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と

し
、
〝
質
草
系
テ
キ
ス
ト
″
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
写
本
に
よ
っ
て
流
布
し
た
、
二
通
り
の
他
按
の
良
寛
詩
集

（5）

が
伝
え
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
一
系
列
は
鈴
木
桐
軒
、
文
台
兄
弟
及
び
桐

軒
の
息
情
事
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
。
良
寛
自
揆
詩
集
と
同
じ

「
草
堂
集
」
の
題
を
冠
し
て
い
る
が
、
自
撰
詩
集
と
区
別
す
る
た
め
、
こ
の
系

列
の
写
本
を
＜
鈴
木
本
＞
と
総
称
す
る
。
こ
の
鈴
木
本
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と

つ
の
系
列
の
一
群
の
写
本
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
草
庵
集
」
の
煩
い
で
あ
る
。

こ
の
系
列
の
写
本
に
は
他
に
「
良
寛
禅
師
詩
集
」
　
「
良
寛
尊
者
詩
集
」
な
ど
、

伝
本
毎
に
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
た
堰
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
内
容

は
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
＜
草
庵
木
＞
と
総
称
す
る
。
霜
者
は
高

岡
亭
翠
柳
と
み
ら
れ
る
が
、
編
集
の
い
き
さ
つ
な
ど
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

鈴
木
木
と
草
庵
本
と
は
、
詩
篇
の
排
列
方
法
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、

所
収
詩
篇
そ
の
も
の
は
、
一
部
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い

る
。
し
か
も
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
も
ご
く
僅
少
で
あ
り
、
基
本
的
に
同
一
と

（
よ
U
）

認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
一
括
し
て
〝
流
布
水
系

テ
キ
ス
ト
″
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
鈴
木
木
・
葦
庵
本
双
方
の
テ
キ
ス
ト
が
概
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ね
共
通
し
て
い
る
の
は
、
各
々
の
編
者
が
民
本
と
し
て
用
い
た
良
寛
自
筆
詩
集

が
同
一
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
が
、
そ
の
自
筆
詩
集
自
体
は
現
所
在
未
詳

で
あ
り
、
そ
の
姿
は
二
種
の
流
布
本
を
通
し
て
間
接
的
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。
以
下
の
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
の
位
匠
づ
け
に
際
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
こ
の
流
布
本
の
底
本
た
る
良
寛
自
筆
詩
集
の
存
在
を
常
に
念
頭
に
置
き

な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
は
、
前
稿
同
様
、
作
品
の
読
み
を
介
入
さ
せ
な
い
数
晶
的
分
析
に
よ
っ

て
、
諸
本
の
位
置
づ
け
の
方
向
を
探
り
た
い
。
無
論
、
こ
の
方
法
だ
け
で
充
分

と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
見
出
だ
さ
れ
る
諸
本
の
位
置
づ
け
の
方
向
は
、

今
後
の
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
角
度
か
ら
の
分
析
結
果
に
よ
り
、
裏
付
け
ら
れ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
下
、
論
述
の
便
宜
上
、
ま
ず
『
草
堂
詩
集
』
と
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
の
比

較
検
討
を
行
う
が
、
流
布
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
続
稿
に
て
詳
述
し
た
い
。

一
　
『
草
堂
詩
集
』
人
・
天
・
地
巻
と
流
布
本
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係

『
草
堂
詩
集
』
と
流
布
本
と
を
対
校
す
る
と
、
『
草
堂
詩
集
』
の
字
句
改
変

箇
所
に
於
け
る
政
変
前
・
政
変
後
の
い
ず
れ
か
の
字
句
が
、
流
布
本
と
一
致
す

る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
『
草
堂
詩
集
』
の
字
句
の
改
変
の
状
況
を
手
が
か
り

に
、
『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
と
流
布
本
の
テ
キ
ス
ト
と
の
先
後
関
係
を
探
っ
て

み
ょ
う
。

な
お
、
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
鈴
木
本
と
草
庵
本
の
両
系
統
で
は
、

詳
細
は
続
稿
に
譲
る
が
、
後
者
の
方
が
、
底
本
た
る
良
寛
自
筆
詩
集
の
テ
キ
ス

ト
を
よ
り
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
存
草
庵
本
の
中
で

最
も
古
い
年
次
の
記
載
の
あ
る
『
良
寛
禅
師
詩
集
』
　
（
新
潟
県
巻
町
郷
土
資
料

館
蔵
）
を
以
て
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
『
良
寛
禅
師

詩
集
』
は
、
全
収
録
作
品
数
一
七
九
首
（
有
題
詩
の
部
七
一
首
、
雑
詩
の
部
一

〇
八
首
）
。
そ
の
う
ち
『
草
堂
詩
集
』
人
巻
（
全
五
三
首
）
と
共
通
す
る
詩
篇

は
望
ハ
首
、
天
巻
（
全
一
二
首
）
と
共
通
す
る
詩
篇
は
九
三
首
、
地
巻
（
六

八
首
）
と
共
通
す
る
詩
篇
は
五
五
首
で
あ
る
。
『
草
堂
詩
集
』
各
巻
と
も
、
所

収
詩
篇
の
八
割
以
上
が
『
良
寛
禅
師
詩
集
』
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
草
堂
詩
集
』
各
巻
の
字
句
改
変
箇
所
に
於
け
る
『
草
堂
詩
集
』
の
字
句
と

流
布
本
の
字
句
と
の
関
係
は
以
下
の
．
ハ
ク
ー
ソ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
右

鯵
の
字
は
書
き
込
み
字
句
、
傍
線
は
抹
消
符
号
、
矢
印
は
見
か
け
の
改
案
の
方

向
を
表
す
。
）

e
　
『
草
堂
詩
集
』
の
書
き
込
み
字
句
と
流
布
本
の
字
句
と
が
一
致
す
る
。

苦

l

一

（
例
）
天
6
　
宅
辺
有
竹
林
　
1
　
流
9
6
　
宅
辺
有
苦
竹

こ
の
場
合
、
『
草
堂
詩
集
』
　
（
天
巻
）
の
字
句
を
改
め
た
の
ち
に
、
流
布
本

テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。

I
　
『
草
堂
詩
集
』
の
本
行
字
句
（
政
変
前
）
と
流
布
本
の
字
句
と
が
一
致
す

る
。

柿

（
例
）
天
3
　
藤
田
老
樹
暗
　
－
　
流
間
　
藤
趨
老
樹
陪

こ
の
場
合
は
e
と
は
逆
に
、
流
布
本
テ
キ
ス
ト
成
立
以
降
に
、
『
草
堂
詩
集
』

（
天
巻
）
の
推
敲
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

g
　
『
草
堂
詩
集
』
の
改
変
箇
所
に
於
け
る
い
ず
れ
の
字
句
も
流
布
本
の
字
句
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と
一
致
し
な
い
。

賦
旧

（
例
）
天
1
　
五
音
矧
能
該
　
　
　
　
洗
7
2
　
五
音
誰
能
該

こ
の
場
合
、
『
草
堂
詩
集
』
　
（
天
巻
）
と
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
は

判
然
と
し
な
い
。

天
巻
（
或
は
人
巻
）
と
流
布
本
と
に
共
通
し
て
収
銀
す
る
作
晶
の
各
々
に
つ

い
て
、
右
の
e
！
g
に
該
当
す
る
事
象
数
を
l
字
を
単
位
と
し
て
調
査
し
た
。



結
果
を
次
に
示
す
。
個
々
の
詩
篇
別
の
事
象
数
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
し
、

対
象
全
詩
篇
に
つ
い
て
の
各
項
目
別
の
事
象
数
の
合
計
の
み
を
掲
げ
る
。
尚
、

e
と
I
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
抹
消
符
号
の
付
さ
れ
方
に
よ
っ
て
は
見
か

け
の
改
変
の
順
序
が
変
わ
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
前
稿
同
様
、
一
応
四

つ
の
．
バ
タ
ー
ソ
に
分
け
て
事
象
数
を
集
計
し
た
（
前
稿
注
1
1
を
参
照
さ
れ
た

い）。前
稿
の
天
巻
と
人
巻
と
の
間
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
複
雑
な
相
異
・
一
致
の
様

相
が
こ
こ
に
も
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
や
は
り
全
体
と
し
て
は
、
一
つ
の
明
確

な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
人
巻
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
全
詩
篇
に
お
け
る

e
．
f
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
値
を
見
る
と
、
e
の
数
が
！
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回

る
。
つ
ま
り
人
巻
の
字
句
改
変
箇
所
に
於
い
て
、
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
の
字
句

が
、
人
巻
の
推
敲
後
の
字
句
と
一
致
す
る
割
合
が
高
い
。
e
と
は
迫
の
！
の
事

（7）

象
が
皆
無
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
人
巻
に
推
敲
が
施
さ

れ
た
あ
と
に
、
流
布
本
系
テ
ス
ス
ト
が
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ

る
。
天
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
e
の
事
象
数
が
！
の
そ
れ
を
上
回
る
状
況
が
さ

ら
に
鮮
明
で
あ
る
。
天
巻
の
推
敲
後
は
、
流
布
水
系
テ
キ
ス
ト
に
極
め
て
近
く

な
っ
て
い
る
。
有
題
詩
の
部
で
あ
る
地
巻
は
、
や
は
り
e
の
事
象
数
が
I
の
そ

れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
即
ち
、
地
巻
の
字
句
改
変
箇
所
に
お
い
て
、
政

変
前
の
字
句
よ
り
、
政
変
後
の
字
句
の
方
が
流
布
本
テ
キ
ス
ト
に
一
致
す
る
割

合
が
高
く
、
地
巻
の
推
敲
後
、
流
布
本
の
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
窺
え
る
。

如
上
の
結
果
は
、
『
草
堂
詩
集
』
が
書
か
れ
、
推
敲
さ
れ
た
の
は
、
流
布
本

系
テ
キ
ス
ト
の
成
立
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
こ
の
こ
と
を
更
に
次
の
視
点
か
ら
補
い
た
い
。

前
稿
で
知
り
得
た
の
は
、
『
草
堂
詩
集
』
天
巻
と
人
巻
と
は
、
人
巻
が
書
か

れ
、
推
敲
さ
れ
た
後
に
天
巻
が
書
か
れ
た
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
更
に
今
、
こ

の
二
巻
は
い
ず
れ
も
、
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
に
先
立
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
簡
略
に
図
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

る
。

人
巻
1
天
巻
1
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。
厚
ち
、
流
布
本

系
テ
キ
ス
ト
は
、
人
巻
よ
り
も
天
巻
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
る
。

人
巻
1
1
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト

天
巻
1
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト

果
し
て
そ
の
通
り
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
見
よ
う
。
テ
キ
ス
ト
の
近

さ
を
測
る
目
安
と
な
る
の
は
、
テ
キ
ス
ト
の
字
句
の
一
致
度
で
あ
る
。
流
布
本

系
テ
キ
ス
ト
が
人
巻
と
天
巻
と
の
ど
ち
ら
と
一
致
す
る
度
合
が
高
い
か
を
測
る

に
は
、
人
巻
・
天
巷
間
の
異
同
字
句
に
つ
い
て
、
そ
の
ど
ち
ら
が
流
布
本
系
テ

キ
ス
ト
と
一
致
す
る
か
を
見
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
を
調
べ
た
。
但
し
字
句
改
変
箇

所
に
つ
い
て
は
除
外
し
、
各
々
の
稿
本
に
於
い
て
改
変
さ
れ
て
い
な
い
字
句
を

対
象
と
し
た
。
そ
の
結
果
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
（
事
象
数
は
一
字
を
単
位

32



と
す
る
。
）

天
巻
と
人
巻
と
の
間
の
異
同
字
句
の
う
ち
、

天
巻
の
方
が
流
布
本
と
一
致
す
る
事
象
－
一
読
7

人
巻
の
方
が
流
布
本
と
一
致
す
る
事
象
1
7
0

即
ち
、
人
巻
の
方
が
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
に
遠
く
、
天
巻
の
方
が
流
布
本
の

字
句
に
一
致
す
る
傾
向
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
流
布
本
系
テ
キ
ス

ト
に
よ
り
近
い
の
は
天
巻
の
方
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
か
ら
、
『
草
堂
詩
集
』
が
書
か
れ
、
推
敲
さ
れ
た
の
ち
に
、
流
布
本
系

テ
キ
ス
ト
（
流
布
本
の
底
本
と
な
っ
た
良
寛
自
筆
詩
集
の
テ
キ
ス
ト
）
が
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
こ
と
と
も
矛
盾
な
く
符
合
す
る
。

流
布
本
テ
キ
ス
ト
は
文
化
十
二
年
春
ま
で
に
ほ
出
来
て
い
る
が
、
こ
の
頃
良

寛
は
長
年
暮
ら
し
た
五
合
魔
を
捨
て
、
国
上
山
麓
の
乙
子
神
社
の
草
俺
に
移
り

住
ん
で
い
る
。
乙
予
期
か
ら
島
崎
の
木
村
元
右
衛
門
邸
で
臨
終
を
迎
え
る
に
至

る
ま
で
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
遺
墨
は
概
し
て
、
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
と
最
も

よ
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
今
は
詳
し
く
述
べ
得
な
い
が
、
例
え
ば
『
没
後
百

五
十
年
良
寛
展
図
録
』
　
（
毎
日
新
聞
社
　
「
九
八
〇
年
）
図
版
〕
九
四
〕
の
「
千

峰
一
草
堂
」
詩
は
、
妄
嵐
か
ら
乙
千
期
の
書
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
第
一

・
七
・
八
句
に
つ
い
て
、
諸
本
問
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
が
、
こ
の
遺
墨
の
テ

キ
ス
ト
は
流
布
本
テ
キ
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
一
な
の
で
あ
る
。

二
　
貢
華
系
テ
キ
ス
ト
の
三
稿
本
に
つ
い
て

次
に
、
貨
華
系
テ
キ
ス
ト
と
『
草
堂
詩
集
』
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る

か
、
そ
れ
を
確
か
め
る
。

そ
の
前
に
、
貫
華
系
テ
キ
ス
ト
の
三
つ
の
伝
本
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

＊
l
　
紙
数
に
つ
い
て
は
殆
ど
未
詳
で
あ
る
た
め
、
省
略
す
る
。

＊
2
　
作
品
数
は
、
現
存
の
も
の
に
よ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
欠
丁
や
、
写

本
作
成
時
の
錯
誤
等
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
あ
る
べ
き
は
ず
の
詩
篇
が
久

落
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

＊
3
　
東
郷
『
良
寛
全
集
』
に
は
「
百
十
七
首
」
、
須
佐
晋
長
『
良
寛
詩
註
解
』

に
は
「
一
二
ニ
首
」
と
あ
る
。

『
貰
華
』
と
興
善
寺
本
『
草
堂
集
』
と
は
、
い
ず
れ
も
、
推
敲
の
た
め
の
字

句
の
書
き
込
み
が
施
さ
れ
た
草
稿
本
で
あ
る
。
両
者
は
所
収
詩
篇
及
び
そ
の
テ

キ
ス
ト
、
さ
ら
に
そ
の
排
列
に
於
い
て
、
共
通
す
る
こ
と
顕
著
で
あ
り
、
『
貫

華
』
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
も
の
が
興
善
寺
本
で
あ
る
と
い
う
印
象
す

（8）

ら
受
け
る
が
、
『
貫
華
』
は
今
の
と
こ
ろ
極
く
部
分
的
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の

み
で
、
そ
の
全
容
を
知
り
得
な
い
た
め
、
両
者
の
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な

い
点
が
多
い
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
、
補
い
た
い
。

『
小
楷
詩
巻
』
は
前
二
者
と
は
異
な
り
、
誤
記
の
訂
正
の
ほ
か
は
推
敲
等
の

為
の
書
き
込
み
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
浄
書
本
と
し
て
書
か
れ
た
と
も
考
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え
ら
れ
る
。
所
収
詩
篇
数
は
三
十
六
首
と
少
な
い
が
、
現
存
の
詩
巻
が
完
結
し

た
姿
を
呈
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
判
断
し
難
い
。
所
収
詩
篇
は
ほ
か
の
貫
華
系

の
伝
本
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
排
列
は
興
善
寺
本
と
見
揆
ペ
る
と
若
干
の
出

入
り
が
あ
る
が
、
棋
ね
共
通
し
て
い
る
。

詩
集
の
構
成
に
つ
い
て
、
同
じ
自
撰
詩
集
稿
本
で
あ
る
『
草
堂
詩
集
』
の
各

巻
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
『
草
堂
詩
集
』
の
場
合
、
雑
詩
の
集
で
あ
る
人
巻
及

び
天
巻
は
五
言
詩
の
み
を
収
録
し
、
有
題
詩
の
集
で
あ
る
地
巻
に
五
言
・
七

言
の
有
題
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
七
言
詩
は
全
て
地
巻
に
集
め
ら

れ
、
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
各
巻
ご
と
に
、
所
収
詩
茄
の
形
式

は
、
題
の
有
無
、
五
・
七
言
の
別
、
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
統
一
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
天
巻
と
地
巻
と
が
最
終
的
に
は
一
組
と
な
り
、
自
撰
詩
集
『
草

堂
詩
集
』
を
構
成
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
貫
華
』
や
興
善
寺
本
『
草
堂
集
』
で
は
、
雑
詩
の
部
に
も
七

言
詩
が
混
じ
る
。
こ
の
無
題
の
七
言
詩
は
、
地
巻
に
於
い
て
は
題
が
付
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
有
題
詩
は
一
応
ま
と
め
て
排
列
さ
れ
て
は
い
る
が
、
雑

詩
の
部
の
前
に
数
首
並
べ
ら
れ
る
ほ
か
、
詩
集
の
巻
末
に
も
十
数
首
ほ
ど
書
き

連
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
草
堂
詩
集
』
に
於
け
る
如
き
詩
篇
の
形

式
上
の
統
一
が
『
質
草
』
や
興
善
寺
本
で
は
不
徹
底
で
あ
る
。

三
　
『
草
堂
詩
集
』
人
・
天
・
地
巻
と
興
喜
寺
本
『
草
堂
集
』
と
の
関
係

『
貫
華
』
に
つ
い
て
は
、
流
布
本
と
は
字
句
が
顕
著
に
異
な
る
こ
と
が
早
く

（9）

か
ら
指
摘
さ
れ
、
初
期
の
稿
本
と
す
る
位
置
づ
け
も
な
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

『
草
堂
詩
集
』
と
の
閑
あ
り
か
ら
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、

貫
華
系
テ
キ
ス
ト
が
『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
の
テ
キ
ス
ト
と
如
何
な
る
関
係
に

あ
る
か
を
検
討
し
た
い
。
な
お
、
貰
華
系
テ
キ
ス
ト
三
木
の
な
か
で
、
質
・
蓑

と
も
に
最
善
水
と
い
う
べ
き
は
、
自
筆
の
原
本
が
現
存
す
る
『
質
草
』
で
あ
る

が
、
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
そ
の
全
容
を
知
り
得
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず

は
興
善
寺
本
『
草
堂
集
』
　
（
山
岸
疫
石
筆
写
本
）
を
以
下
の
検
討
の
対
象
と
す

る
。興

善
寺
本
に
は
、
『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
推
敲
の
際

の
字
句
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
ま
ず
、
こ
う
し

た
書
き
込
み
字
句
が
各
稿
本
間
で
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
見
て
い
く
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
人
巻
所
収
の
四
十
二
首
、
天
巻
所
収
の
四
十
九
首
、
地
巻

所
収
の
三
十
首
が
、
そ
れ
ぞ
れ
興
古
寺
本
所
収
詩
篇
と
共
通
し
て
い
る
。

興
昔
寺
本
と
、
『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
と
を
対
校
す
る
際
、
興
苔
寺
水
の
推

敲
後
、
『
草
堂
詩
集
』
の
一
巻
が
書
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
a
の
場
合
と
、
興

善
寺
本
が
書
か
れ
た
の
ち
、
『
草
堂
詩
集
』
の
一
巻
が
書
か
れ
、
そ
こ
で
推
敲
一

が
施
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
b
の
場
合
と
が
あ
る
、
こ
れ
ら
a
・
b
の
ケ
ー
ス
　
3
4

か
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
興
善
寺
本
作
成
、
推
敲
の
後
、
『
草
堂
詩
集
』
の
一
巻
一

が
書
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

a
　
興
善
寺
本
の
書
き
込
み
字
句
と
『
草
堂
詩
集
』
の
本
行
字
句
と
が
一
致
す

る
。

代
有
性
二
玖
千

（
例
）
興
3
3
一
條
烏
藤
杖
　
1
　
天
1
0
　
我
有
柱
枚
子

b
　
興
善
寺
本
の
本
行
字
句
（
改
変
さ
れ
て
い
な
い
）
と
、
『
草
堂
詩
集
』
の

本
行
字
句
（
政
変
前
）
と
が
一
致
す
る
。

十
J
弗

（
例
）
興
5
　
従
事
迦
薬
跡
　
1
　
天
1
3
　
従
事
捌
矧
跡

と
こ
ろ
が
、
逆
に
、
次
の
C
・
止
の
如
く
、
『
草
堂
詩
集
』
の
一
巻
が
先
に

書
か
れ
、
推
敲
の
後
、
興
善
寺
本
が
書
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
箇
所
も
散
見
さ

れ
る
。

C
　
『
草
堂
詩
集
』
の
㌫
き
込
み
字
句
と
興
羊
寺
本
の
本
行
字
句
と
が
一
致
す



る
。

拘

（
例
）
・
興
4
6
　
維
馬
垂
柳
下
　
－
　
天
2
7
　
維
馬
重
職
下

d
　
『
草
堂
詩
集
』
の
本
行
字
句
（
改
変
さ
れ
て
い
な
い
）
と
、
興
善
寺
本
の

本
行
字
句
（
政
変
前
）
と
が
一
致
す
る
、

遠
山
　
独

（
例
）
　
興
1
6
　
千
峯
探
閉
門
　
　
－
　
　
天
3
　
千
峯
探
閉
門

『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
ご
と
に
、
右
の
a
b
C
d
の
項
目
別
に
事
象
数
を
検

し
た
。
対
象
全
詩
篇
の
合
計
値
の
み
を
以
下
に
掲
げ
る
。

興
善
寺
本
は
、

が
少
な
い
の
で
、

『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
に
比
べ
て
、
全
体
に
書
き
込
み
字
句

a
・
d
の
事
象
数
は
僅
か
で
あ
り
、
顕
著
な
差
異
は
認
め
ら

れ
な
い
。

次
に
、
『
草
堂
詩
集
』
の
方
に
書
き
込
み
の
あ
る
b
と
C
の
事
象
数
を
較
べ

て
み
る
。
天
巻
と
興
善
寺
本
と
に
つ
い
て
は
、
b
の
合
計
が
1
3
7
、
C
が
4
6
で
、

b
の
．
バ
タ
ー
ソ
が
C
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
即
ち
興
善
寺
本
の
字

句
が
天
巻
の
政
変
前
の
字
句
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
人
巻
と
興
善
寺
本
と

に
つ
い
て
は
、
b
と
C
の
全
事
象
数
を
比
絞
す
る
と
、
b
が
6
9
、
C
が
朗
で
あ

り
、
C
の
事
象
数
が
b
よ
り
や
や
多
い
も
の
の
、
そ
の
差
は
小
さ
い
。
し
か
も
、

興
5
1
の
詩
の
み
、
C
の
事
象
数
が
3
4
と
際
だ
っ
て
多
く
、
仮
に
こ
の
一
首
を
除

く
と
b
と
C
の
大
小
関
係
は
逆
転
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
こ
の
数
値
か
ら
人
巻

と
興
善
寺
本
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
何
ら
か
の
慣
向
を
読
み
取
る
こ
と
は
危

（D）

険
で
あ
る
。
地
巻
と
興
善
寺
本
と
で
は
、
b
が
6
7
、
C
が
4
3
で
、
天
巻
の
場
合

と
同
様
、
b
の
事
象
数
が
C
の
そ
れ
を
上
回
る
。
即
ち
興
善
寺
本
の
字
句
が
、

地
巻
の
政
変
前
の
字
句
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。

以
上
を
要
す
る
に
、
天
巻
・
地
巻
に
つ
い
て
は
、
興
善
寺
本
が
書
か
れ
た
後

に
そ
れ
が
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
、
数
字
の
上
か
ら
窺
え
る
。
け
れ

ど
も
人
巻
と
興
善
寺
本
と
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
。

そ
こ
で
、
次
に
、
人
巻
の
位
匿
を
確
か
め
る
た
め
、
人
巻
と
興
善
寺
本
は
い

ず
れ
が
天
巻
に
よ
り
近
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
の
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。
即
ち
、

人
巻
と
興
善
寺
本
と
の
問
で
相
異
す
る
字
句
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
ち
ら
が
天
巻
の
字
句
と
一
致
す
る
か
を
調
べ
る
。
但
し
、
各
稿
本
で
の
字

句
改
変
箇
所
を
除
い
た
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
事
象
数
は
一
字

を
単
位
と
す
る
。

人
巻
と
興
善
寺
本
と
の
問
で
相
異
す
る
字
句
の
う
ち
、

人
巻
と
天
巻
と
が
一
致
す
る
事
象
1
1
1
7

興
善
寺
本
と
天
巻
と
が
一
致
す
る
事
象
　
－
　
5
5

興
善
寺
本
と
人
巻
と
の
問
で
相
異
す
る
字
句
の
う
ち
、
興
善
寺
本
が
天
巻
と

一
致
す
る
場
合
よ
り
も
、
人
巻
が
天
巻
と
一
致
す
る
場
合
の
方
が
顕
著
に
高
い

傾
向
を
示
す
。
つ
ま
り
、
興
善
寺
本
よ
り
も
人
巻
の
方
が
天
巻
に
よ
り
近
い
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
人
巻
が
書
か
れ
た
の
は
興
喜
寺
本
よ
り
も

後
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
、
三
者
の
関
係
は
、

興
善
寺
本
（
雑
詩
の
部
）
1
　
人
巻
1
　
天
巻
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と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
　
諸
本
の
成
立
順
序

以
上
の
結
果
を
総
合
す
る
と
、
雑
詩
の
部
に
関
し
て
は
、

興
善
寺
本
（
貫
華
系
テ
キ
ス
ト
）
1
人
巻
1
天
巻
1
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト

有
題
詩
の
部
に
つ
い
て
は
、

興
善
寺
本
（
貫
華
系
テ
キ
ス
ト
）
1
地
巻
1
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト

の
順
に
成
立
し
た
こ
と
が
字
句
の
上
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

要
す
る
に
、
『
草
堂
詩
集
』
の
各
巻
は
質
草
系
テ
キ
ス
ト
と
流
布
本
系
テ
キ

ス
ト
と
の
中
間
的
な
位
置
に
置
か
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

五
　
諸
本
の
成
立
時
期

こ
こ
で
、
諸
本
の
編
ま
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
触
れ
て
置
き
た
い
。

ま
ず
、
興
善
寺
本
に
は
、
友
人
有
疏
亡
き
後
の
回
想
を
述
べ
る
「
苦
思
有
頼

（
〓
）

子
」
詩
を
収
録
し
て
い
る
。
有
厩
は
文
化
五
年
八
月
三
日
に
没
し
て
い
る
。
従

（12）

っ
て
、
興
善
寺
本
の
作
成
は
文
化
五
年
八
月
以
前
に
は
遡
れ
な
い
。

次
に
、
『
草
堂
詩
集
』
地
巻
に
つ
い
て
、
所
収
の
「
病
中
」
第
二
首
に
「
世

上
復
無
大
忍
子
」
　
（
第
三
句
）
と
あ
り
、
大
忍
は
文
化
八
年
三
月
九
日
に
投
し

（13）

て
い
る
か
ら
、
地
巻
の
成
立
は
早
く
と
も
文
化
八
年
三
月
以
後
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

流
布
本
の
一
系
統
で
あ
る
草
庵
本
の
う
ち
、
巻
町
郷
土
資
料
館
蔵
の
『
良
寛

禅
師
詩
集
』
本
文
末
尾
に
「
文
化
十
二
乙
玄
相
月
自
書
之
」
と
あ
り
、
草
庵
木

諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
記
載
と
し
て
は
こ
れ
が
最
も
古
い
。
一
方
、
も
う
一
つ
の

流
布
本
で
あ
る
鈴
木
本
は
、
「
文
化
十
三
歳
次
丙
子
」
と
あ
る
鈴
木
文
台
の
序

を
の
せ
、
こ
の
と
き
ま
で
に
一
旦
は
編
集
し
終
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

編
者
が
異
な
る
流
布
本
の
い
ず
れ
も
が
、
文
化
十
二
～
十
三
年
ま
で
に
は
編
集

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
が
底
本
と
し
て
用
い
た
、
良
寛

自
筆
の
詩
集
（
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
）
は
、
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
文
化
十
二
年

梅
月
（
四
月
ま
た
は
五
月
）
ま
で
に
は
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
貫
華
』
作
成
着
手
か
ら
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
の
成
立
ま
で
に
要
し
た
実
際

の
期
間
は
も
っ
と
短
か
い
と
想
像
さ
れ
る
が
、
最
大
の
幅
を
見
積
っ
て
文
化
五

年
八
月
か
ら
同
十
二
年
五
月
の
間
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

お
　
わ
　
日
ソ
　
に

荒
削
り
で
は
あ
る
が
、
良
寛
詩
集
稿
本
の
諸
本
を
成
立
順
序
に
従
っ
て
位
置

づ
け
た
。
続
稿
「
良
寛
詩
集
系
統
序
論
」
　
（
下
）
で
は
、
今
回
詳
述
で
き
な
か

っ
た
二
つ
の
流
布
本
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
以
て
、
良

寛
詩
集
の
系
統
に
つ
い
て
の
概
括
的
な
考
察
を
終
え
る
が
、
次
な
る
取
り
組
み

と
し
て
の
詩
集
内
部
の
検
討
、
個
々
の
作
品
の
検
討
を
通
し
な
が
ら
、
本
稿
で

の
諸
本
の
位
置
づ
け
を
さ
ら
に
裏
付
け
て
い
き
た
い
。

註

（
1
）
「
良
寛
詩
集
系
統
序
論
（
上
）
1
自
筆
稿
本
『
草
堂
詩
集
』
に
つ
い

て
」
　
『
国
文
学
致
』
一
二
五
号
（
平
成
二
年
三
月
）

（
2
）
題
崇
に
は
、
「
草
堂
集
」
と
ま
ず
書
か
れ
、
そ
の
下
に
「
質
草
」
と
書
か

れ
、
「
草
堂
集
」
の
文
字
の
上
に
見
せ
消
ち
状
の
筆
跡
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。

（
3
）
山
岸
痩
石
筆
写
本
に
記
さ
れ
た
筆
写
者
の
奥
書
に
よ
る
と
「
此
稿
、
麓
興

苔
寺
所
レ
蔵
之
良
寛
禅
師
手
書
詩
稿
ら
庚
戊
（
明
治
四
十
三
年
）
　
九
月
、

個
地
蔵
堂
英
田
人
持
来
示
レ
余
、
々
借
覧
数
日
、
迷
写
二
一
木
一
、
返
レ
之
。
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（
訓
点
引
用
老
）
」
　
と
あ
り
、
山
岸
筆
写
本
が
良
寛
自
筆
の
稿
本
か
ら
直

接
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
が
成
さ
れ
た
の

ち
、
自
筆
原
本
は
分
解
さ
れ
散
侠
し
た
と
い
う
。
開
原
宏
「
良
寛
の
携
持

研
究
補
退
1
興
善
寺
本
『
草
堂
集
』
に
つ
い
て
　
ー
」
（
『
越
佐
の
歴
史

と
文
化
』
＜
宮
簗
二
先
生
古
稀
記
念
集
＞
昭
和
六
〇
年
）
、
並
び
に
、
原

田
勘
平
「
良
寛
自
筆
詩
稿
に
つ
い
て
」
（
『
岩
美
』
二
一
〇
号
　
昭
和
四
六

年
五
月
）
参
照
。

（
4
）
『
古
美
術
』
二
八
号
（
三
彩
社
　
昭
和
四
四
年
一
二
月
）
所
載
の
図
版
で

そ
の
全
容
が
知
ら
れ
る
。

（
5
）
な
お
、
近
世
期
に
流
布
し
た
良
寛
詩
集
と
し
て
は
、
写
本
の
他
、
蔵
雲
編

『
良
寛
遺
人
遺
稿
』
　
（
慶
応
三
年
三
月
序
）
が
版
行
さ
れ
て
い
る
が
、
同

書
の
底
本
と
な
っ
た
の
ほ
草
掩
本
及
び
鈴
木
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
は
流
布
本
系
写
本
と
殆
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
た
め
、

今
回
の
考
察
か
ら
ほ
除
外
す
る
。

（
6
）
東
郷
豊
治
氏
は
、
草
庵
集
（
草
庵
本
）
と
文
台
本
（
鈴
木
本
）
草
堂
集
と

の
字
句
の
異
同
に
若
目
し
、
前
者
の
テ
キ
ス
ト
に
さ
ら
に
推
敲
が
施
さ
れ

た
も
の
が
後
者
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
東
郷
豊
治

編
著
『
良
寛
全
集
』
下
（
昭
和
三
四
年
）
解
説
　
二
二
頁
）
。
だ
が
、
氏

嘱
目
の
草
庵
集
の
伝
本
は
誤
写
が
甚
だ
し
く
、
両
者
の
字
句
の
異
同
は
そ

れ
に
起
因
し
た
も
の
が
多
い
。
詳
し
く
ほ
続
稿
に
て
述
べ
た
い
。

（
7
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
て
、
ひ
と
つ
の
解
釈
を
撃
が
し
た
。
即
ち
、

逆
戻
り
の
改
案
が
な
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
8
）
『
貫
華
』
に
施
さ
れ
た
字
句
の
書
き
込
み
が
興
善
寺
本
の
本
行
字
句
と
一

致
す
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
『
打

撃
』
の
方
が
よ
り
早
い
段
階
の
草
稿
と
い
う
印
象
が
持
た
れ
る
。
但
し
、

『
質
草
』
に
施
さ
れ
た
全
て
の
書
き
込
み
字
句
が
、
興
善
寺
本
の
本
行
字

句
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
貫
華
』
の
書
き
込
み
字
句
と
全
く
同

様
の
書
き
込
み
が
興
善
寺
本
に
も
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も
散
見
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
興
善
寺
本
を
『
質
草
』
の
再
稿
本
と
単
純
に
位
垣
づ
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
も
興
善
寺
本
が
作
成
さ
れ
る
よ
り
も
早
い
段

階
に
『
首
華
』
は
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
射
郷
豊
治
編
著
『
良
寛
全
集
』
下
　
解
説
　
〓
ニ
頁
。

（
1
0
）
こ
の
よ
う
な
錯
綜
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
推
敲
途
上
で
末
現
が
揺
れ
て
い

た
こ
と
も
一
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
1
1
）
谷
川
敏
朗
・
良
寛
全
集
刊
行
会
編
著
『
良
寛
伝
記
・
年
譜
・
文
献
目
録
』

（
昭
和
五
六
年
）
二
六
九
頁

（
写
し
の
詩
の
第
三
・
四
句
に
「
自
二
遺
波
子
今
十
飴
年
」
と
あ
り
、
そ
一

の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
有
蹄
の
没
後
十
数
年
後
の
感
慨
と
い
う
こ
と
に
な
る
　
3
7

、
か
、
こ
の
年
数
は
、
或
い
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
一

（
哲
西
郡
久
吾
編
述
『
北
越
伶
人
　
沙
門
良
寛
全
伝
』
（
大
正
三
年
）
一
五
五
頁

付
記
　
本
稿
の
一
部
を
、
平
成
二
年
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会

に
て
口
頭
発
表
し
た
。
席
上
御
指
導
賜
っ
た
先
生
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
『
良
寛
禅
師
詩
集
』
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
巻
町
郷
土
資
料
館

の
石
山
与
五
東
門
館
長
、
ま
た
、
谷
川
敏
朗
先
生
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。

興
善
寺
本
『
草
堂
集
』
山
岸
疫
石
筆
写
本
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
蒲
原
宏

先
生
に
御
高
配
を
賜
る
と
と
も
に
、
御
高
説
を
承
っ
た
。
成
稿
に
際
し
て

は
、
米
谷
巌
先
生
に
懇
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
以
上
、
記
し
て
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－




